
令和４年度別府市人権教育学級第８回学習会 

 

日 時 ：令和５年 ２月１６日（木）１０：００～１１：３０ 

場 所 ：別府市役所 ５Ｆ 大会議室   

テーマ ：障がい者と人権 

  ほんの少しの理解をもって共に生きる 

 

講 師 ：特定非営利活動法人「ぽっぽ」 

         代表 槐 容子 さん 

講演概要                               

 
〈講師の槐 容子さん〉 

１ 本日お伝えしたいこと 

   ◇発達障がいの特性について    ◇親が向き合う不安や悩み   

◇福祉サービス          ◇最後に 

 

２ 発達障がいについて 

 （１）発達障がいのとらえ方の変化 

以前                         現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プロフィール 

・特定非営利活動法人「ぽっぽ」 代表 

・子どもや障がいを抱える人たちに寄り添い、健全育 

成はもとより自立した生活を営むことができるよ 

う支援を行うとともに地域の福祉向上に努める。 

ＡＳＤ 

ＬＤ 

A D H D 

ＡＳＤ 

自閉症スペク

トラム 

ＬＤ 

学習障が

い 

今は、いろいろな特性が交じり合ってどれもはっきりと区別

ができなくなっているので、３つの円が重なり合っていると

いう捉え方をしている。円の重なった部分は、どちらとも言

えない、または、どちらの特性も持ち合わせているというこ

とを表している。 

ADHD 注意

欠陥多動

性 障 害 

 

以前は、左の図のよう

に３つに区分された捉

え方だった。 



  （２）自閉症スペクトラム（ＡＳＤ）障がいとは 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）注意欠陥多動性障害（ＡＤＨＤ）とは 

   注意力・多動性・衝動性を自分でコントロールするのが苦手、知的に問題のない子どもが多い。 

  〈大きな三つの特徴〉 

 

⇒・忘れ物が多い、気づかない ・相手の話を集中して聞けない  

・気が散る 

            ⇒・椅子に座っていられない ・椅子をガタガタさせる ・片時もじっと

していられない 

             ⇒・話をする衝動が抑えられない ・急に飛び出す ・待つことが苦手 

              ・注意を嫌い、時に破壊行為を引き起こす場合がある。 

 

その一方、好きなこと、興味のあることは行動力と豊かな発想力をもつ 

 

（４）学習障がい（ＬＤ）とは 

    〈特徴〉 

聞く、話す、読む、書く、計算する、推論する等の特定の能力の習得と使用に困難がある。 

     ・知的な遅れはないのに習ったことを覚えられない 

     ・文字を正確にすらすら読めない 

高機能自閉症 

（知的の遅れなし） 

集団行動が苦手 

④知的、言語の遅れなし 

⑤コミュニケーションの障がい 

➅対人関係、社会性の障がい 

⑦不器用（言語発達に比べて） 

⑧興味関心のかたより 

０か１００、いいか悪いかのはっきりとし

た特性をもつ。 

アスペルガー症候群 

 

 

 

（ＡＳＤ）自閉症スペクトラム障がい 

広汎性発達障がい 

注意力=不注意 

多動性 

衝動性 

➀言葉の遅れ・・言葉を必要としない、

単語のみ、オウム返しなど 

②対人関係が苦手・・目が合わない、

マイワールドの世界 

③こだわり・・パターン化した行動、

ルーティンを決めるとそれ以外に

は興味を示さない。 

 

自閉症 

 

自閉症やアスペルガー

症候群、高機能自閉症

の特性については、こ

こに概略を示した。こ

れらの発達障がいにつ

いては、特性の重なり

が多いという捉えであ

る。 

１０年ぐらい前までは上の表に示されている発達障がいを合わせて広汎性発達障がいと呼んでいた

が、いろいろな特性が広がってきているので、今は、自閉症スペクトラム障がいと呼ばれている。 

 



     ・文字を正しく書けない 

     ・指を使わないと計算できない 

 

 

    〇くりかえし行動やちょっと変わった行動をする時 

      人を困らせようとしているとかふざけているわけではなく、自分のためにしている、

マイワールドの中での行動。納得するまで行うことも。無理に止めない。 

 

「それはおかしいことだよ」というような声かけはしない。 

危険や他者に迷惑が及ばないのであれば見守り 

 

 

    〇パニックを起こしかけている、または、起こしている時 

 

     クールダウンのスペースを用意したり別室へ促したりして、落ち着くのを待つ。 

         （子どもの場合、シーツなどをかけてあげることもある） 

       毛布、シーツ、段ボールなどでその子が一番落ち着く場所を作ってあげておく。 

 

 

    〇時間の流れやすべきことが分からず混乱する時 

 

           スケジュール表や絵カードを用いて可視化する。 

 

 

    〇集中できない時  

 

       明かりや音、不要な掲示物など本人の特性に合わせた環境設定を行う。 

       ・不要な掲示物をはずす ・その子にあった明かり加減や音加減などを工夫する 

 

        集中すべき時は集中しないといけないということを覚えてもらう。 

 

    〈環境設定の事例〉     

 ・下駄箱  魔法の言葉（つま先とーん、おくつをとーん）⇒整理整頓のできた下駄箱 

      ・本棚  本や物に住所をつけて、その住所に入れさせる ⇒整理整頓のできた本棚 

       ・道具入れ シールやラベルを貼る           ⇒整理整頓のできた整理棚 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

親は、学習について不安や心配があるだろう

けれど、子どものできないことを見るよりも

できることを見てあげることが大切。その方

が子どもも親も気持ちが楽になれる。 

・スケジュール表

の紹介 

・絵カードと文字

カードの紹介 

環境設定は、とても大事。ちゃんと支援すれば、ちゃんと教えれば応えてくれる子どもたち。 

その子にとって片づけられる環境はどんな環境なのかを見極め支援・指導する。 



 （５）自閉症、アスペルガー、ＡＤＨＤの特性からみる一人が楽な理由 

自閉症 アスペルガー ＡＤＨＤ 

・すべての音や人の声が同

時に聞こえすぎてつらい 

・人の動きが目まぐるしく

てつらい 

・変化が分かりすぎてつら

い 

・人とどう接していいのか

分からない 

 

だから・・・一人が楽 

 

 

・考え方が分からない 

・みんなとかみ合わない 

・ペースが合わない 

・友だちと遊ぶ意味が分か

らない 

・なぜ勉強して誉められな

ければならないの？と疑

問をもつ 

・なぜ人と関わらなければ

ならないの？と不安にな

る 

 

だから・・・一人が楽 

・束縛、干渉は嫌い 

・一人で自由に動きたい 

・人と関わっていくのは面 

 倒 

・いろいろ気になって集中 

できない 

・長い話が聞けない 

・なぜ、わけもなく叱られる 

 か分からない 

・「寄り道するな、しゃべる 

な、動くな、暴れるな、調 

子にのるな」などと周りの

人から行動を制限される 

 

だから・・・一人が楽 

                         ※精神科ドクターの講演資料より引用 

 

   〇障がいの特性から何の我慢もしないで好き勝手に過ごしているように見えるが、こんなに

悩みや苦しみを抱えて闘っているという一面があると知ってほしい。 

 

   〇障がいがあるからといってあきらめるのではなく、ほったらかすのでもなく療育や教育を

受けて社会に適応する自分を探していかなければならない。生きるために乗り越える壁に

立ち向かうのは、障がいがあろうとなかろうとみんながすべて一緒である。 

 

    人は誰しも何らかの特性をもち、それが個性として受け入れられ社会に適応しているが、特

性のでこぼこが大きすぎることにより、大きな困りごととなり、家庭、学校、職場等でのつま

づき度合いによって障がいと見なされる。 

   障がいの認定基準は、日常生活に支障をきたすか、きたさないかである。 

 

    学習障がいやアスペルガー症候群、ＡＤＨＤは成長の過程で気づくことが多いので障がい

というより「親の躾が悪い」「私のせい？」と思うことが多くある。周囲の視線が気になり厳

しい締め付けをしてしまうことで、かえって癇癪（かんしゃく）や反抗が強くなり悪循環が生

じて虐待の原因に繋がってしまう場合もある。親も子も年を重ねるごとに不安が増してくる。 

 

 （６）障がいを有する子をもつ親の悩み 

 

 

 

 

 

 

●育児、養育、療育についての困惑        ●比較からの焦燥感   

●孤立感（子どものよいところをさがす余裕がない）●親亡き後の不安   

●不自由さ（目が離せない）            ●いじめ   

●就職先がない                                ●将来の見通し   

●自信喪失                                    ●ひきこもり 



  （７）福祉サービス 

   

       以前に比べ、障がいへの理解も高まりつつあり、現在、療育や支援のための福祉サー

ビス事業が次のように展開されている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    このようなサービスを活用し、社会の中で生きていくために親も子も努力している。 

 

    〇福祉サービスに関わるものとして私たちは常に人格を尊重し、その家族にとって「生き

る」ということがどういうことであるか、より良い生活を未来において過ごしていけるよ

う、今何をすべきか、今必要なことは何かを考え、そしてかつ、「親力を下げない」福祉

サービスの展開を行い、家族に寄り添うことを心がけている。基本は家庭。寄り添ってお

手伝いをしていきたい。 

 

３ 最後に 

   〇障がいに関する考え方は人それぞれ。障がいをもっている人を見かけて時には恐怖心を

感じたり、一歩二歩下がったりすることもあると思うが、決してほったらかしにされてい

るのではなく、「だめなことはだめなんだよ」と、その子に分かる方法で養育や教育を受

け頑張っていることを知ってほしい。 

 

   〇障がい特性のある人に出会った時は、無理に近寄って行かなくてもよいが、さりげなく

すれちがってほしい。障がい特性をほんの少し知って対応していくと同行している親

ごさんの励みになる。 

 

 

 

 

 

➀児童発達支援事業（２才～就学前）        

②放課後等デイサービス（小学校～高校卒業まで）  

③生活介護事業（高校卒業後の日中過ごす場所）   

④就労継続支援Ａ型事業（労働契約を結ぶ）     

⑤就労継続支援Ｂ型事業（訓練等） 

➅就労移行支援事業（高校卒業後の進路相談） 

⑦入所支援（親元を離れて生活） 

⑧協働生活援助（ＧＨ）（自分のことができることが必要） 

⑨相談支援事業（相談支援員が一人一人に合わせた社会資源を紹介） 

障がい特性を知ることにより生まれる優しさが大切 

当たり前に人として生きていくために、「みんな一緒なんだ。乗り越える壁はみんなある。」と

いうことを知ってほしい。 

  

特別な人ではなく、当たり前に共に生きる 


